
新型コロナウイルス感染症の
県内発生について

～第六波のこれまでの総括～

和歌山県福祉保健部技監 野尻 孝子

2022年5月30日
コロナ・皆で
乗り切ろう！
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感染動向の推移（全国・東京・大阪・和歌山）1週間・人口10万人当たり 令和４年５月２８日現在

【第四波】
アルファ株の影響

【第五波】
デルタ株の影響

【第六波】
オミクロン株の影響
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10歳未満 10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代 80歳以上

63名 212名 897名
80歳以上

70代

50代

30代

40代

20代

10歳未満

70代以上
14.3%

70代以上
7.5%

70代以上
16.8%

10代

1,532名
70代以上
19.5%

60代
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70代以上
7.5%

10代以下
9.5%

10代以下
13.7%

10代以下
12.0%

10代以下
13.4%

10代以下
22.4%

36,560名

10代以下
33.5%

70代以上
7.8%

年代不詳170名（判明分36,390名）

（判明分の内）

（判明分の内）

県内の年齢別感染者数 （令和４年５月２８日発表分まで）
４１，８６４名

〇 第一波では感染者の年代は50・60代が中心であったが、第二波では、20代以下の若者が中心となった。
〇 第三波では、全年齢に感染が広がったが、特に高齢者と小児の患者数が増加している。
〇 第四波においても、各年代に感染が広がるとともに、高齢者の割合が高くなっている。
〇 第五波においては、20代が最も多く、高齢者は少ない。10代以下の若年者・小児が増加した。
〇 第六波においては、10代以下の若者・小児が急増するとともに高齢者が増加した。
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31名
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2,748名

3,429名
3,394名

80歳
以上
70代
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40代

30代

20代

10歳
未満

10代

2,826名

2,121名

1,794名

1,380名
1,244名

977名

1,415名

1,742名

2,145名

1,741名

1,494名

1,195名

1,865名

1,640名

1,189名

県内の第六波以降の週別年齢別感染者数 （５月２８日発表分まで）
第六波～ ３６，５６０名

〇 第六波のこれまでのピークは、1月末から2月の第一週で、小児の感染が増えたことが最大の原因と思われる。
〇 第六波で高齢者が最も多かったのは、2月の第二週で高齢者施設関係のクラスターや家族内感染が増えたことによると思われる。
〇 第六波の感染者数は、2月の第三週目から減少しているが、高齢者施設関係のクラスターが減少したことや小児の感染者数が減少
したことによると考えられる。しかし、4月、5月に再度感染者が増加に転じた。
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県内の第五波以降の年齢別感染者数 （５月２８日発表分まで）
第五波～ ３９，１６０名

７日間移動平均の積上グラフ

第五波

第六波

図は年代等不明分を除く
〇 感染の波を経るにつれて10代の若者や10歳未満の小児の感染者は増加した。
〇 第六波では、感染者の総数が急増するとともに、特に、ワクチン未接種が多い10代以下の若者・小児が急増した。
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県内の第六波以降の週別年齢別感染者数
（５月２８日発表分まで）
第六波～ ３６，５６０名

〇 第六波の感染の拡大は、20代、10代から始まり、30代、40代の働き盛りの年代、その家族の子供に、そして高齢者に感染が拡大
していった。

〇 どの年代も2月中旬から3月初旬には減少していったが、3月下旬から再び、10代、20代の行動が活発な年代の感染者が増加したこと
から、4月に再度感染拡大し、5月の連休の影響により5月に再再度感染拡大した。

2/2 597名

4/12 384名
5/11 328名
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新規陽性者の年代・性別構成（全体）
令和４年５月３１日時点
（年代・性別不詳者を除く）

3,187

3,825

3,340

2,866

2,839

1,934

1,167

859

616

3,037 

3,168 

3,073 

3,237 

3,263 

2,141 

1,350 

897 

1,148 

5,000 4,000 3,000 2,000 1,000 0 1,000 2,000 3,000 4,000

10歳未満

10代

20代

30代

40代

50代

60代

70代

80歳以上

男性 女性

41,947名
男性 20,633名
女性 21,314名

追加資料
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新規陽性者の年代・性別構成（各波）
令和４年５月３１日時点
（年代・性別不詳者を除く）

63名
男性 36名
女性 27名

212名
男性 121名
女性 91名

897名
男性 485名
女性 412名
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36,643名
男性 17,832名
女性 18,811名
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男性 1,409名
女性 1,191名

※各波の期間は和歌山県独自のもの

追加資料

※不明は第六波のみ＝170名 7



和歌山県の新規陽性者数と病床使用率の推移（第六波）
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クラスター発生数 第六波 令和4年5月28日時点
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〇 第六波の初期では、成人式後の同窓会等における飲食によるクラスターが多かったが、その後、保育園などの児童福祉施設
や医療機関のクラスターが見られるようになった。

〇 1月下旬には、学校関係も増加し、1月末から2月にかけて高齢者施設関係のクラスターが多発した。
〇 2月からは高齢者施設関係は減少したが、学校関係が多い。
〇 3月からは学校、児童福祉施設が多いが、高齢者施設や医療機関もなお発生している。
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死亡・肺炎



死亡者の年代構成の推移（第六波）
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第六波における死亡率の比較

年代別 粗死亡率
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1.14 6.38 2.89 2.40
年齢調整
死亡率
(人口10万対)

※1/5~5/24。人口はR2国勢調査。年齢調整は昭和60年モデル人口を使用
死亡者数は、厚生労働省「データからわかる－新型コロナウイルス感染症情報－」から。年齢不詳データを除く。和歌山県は本県データより

令和4年1月5日～5月24日
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第六波の新型コロナウイルス感染症新規陽性者数と死者数
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（令和４年１月４日～５月２１日の数値による）

全国
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〇 全国の各府県の人口10万人当たりの死亡者数と新規感染者数を見てみると、本県は、人口10万対新規感染者数は
全国２７位、人口10万対死亡者数は全国２６位となっていて、全国平均よりは低い状況である。

福井県
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第6波 肺炎患者の状況

年代別

重症度

令和4年5月21日時点
N=739

20代以下,

32名, 4% 30代, 33名, 5%

40代, 42名, 6%

50代, 88名, 

12%

60代, 96名, 

13%

70代, 150

名, 20%

80歳以上, 298

名, 40%

739名

肺炎・酸素不要, 482名, 

65%

酸素投与, 257名, 

35%

ワクチン接種

3回接種, 82名, 11%

1･2回接種, 446名, 60%

未接種, 71

名, 10%

不明, 140

名, 19%

うち人工呼吸器：11名
高流量酸素：33名
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発表月別

男 389名

女 350名

3.7% 2.9% 1.6% 0.9% 0.7%
感染者全体に
占める割合

〇 第六波の令和4年5月21日時点で確認された肺炎併発者は739名であった。新規感染者の約2.1％にあたる。
肺炎併発者の3割強は酸素投与が必要になっていた。

〇 50代以上に多く、特に70代以上の高齢者に多かった。まれに、小児の事例もあった。
〇 ワクチン3回接種済者にも確認されたことに留意する。
〇 発表月別でみると、２月が最も多く、新規感染者における肺炎の併発率は1月から順次減少している。
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ワクチン追加接種と感染状況
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高齢者施設利用者新規感染発表数

うちワクチン3回済

3回目ワクチン接種率

高齢者施設利用者の新規感染発表数の推移（第六波）

※クラスターとなった施設の利用者（６８施設６９８名（５月２８日時点））

約５か月で７００名弱の高齢者施設関連の感染者が発生！

65歳以上の3回接種率

Ｒ4.5.22
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169.9

128.7

59.02%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

0

100

200

300

400

500

600

700

1/4 1/11 1/18 1/25 2/1 2/8 2/15 2/22 3/1 3/8 3/15 3/22 3/29 4/5 4/12 4/19 4/26 5/3 5/10 5/17 5/24

新規発表数

7日間移動平均

一週間の陽性者数（人口10万対）

ワクチン３回接種率（右軸）

最高：510.1（7日間移動平均）Ｒ4.2.8

最高：386.6（人口10万対）Ｒ4.2.8

ワクチン3回接種率（全人口対）

（Ｒ4.5.19）

第六波の新規感染者数の推移とワクチン3回接種率

２月中旬以降の減少にワクチン３回接種者の増加が寄与と推察！
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第六波の新規感染者数の推移とワクチン3回接種率

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

0

50

100

150

200

250

300

350

400

3/1 3/8 3/15 3/22 3/29 4/5 4/12 4/19 4/26 5/3 5/10 5/17

新規発表数

うちワクチン３回接種者

7日間移動平均

一週間の陽性者数（人口10万対）

ワクチン３回接種率（右軸）
ワクチン3回接種率（全人口対）

令和4年5月21日現在

４月以降ワクチン３回接種感染者は増加！
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3回, 1,223

名, 26%

2回, 1,399

名, 30%

1回, 36名, 

1%

未接種, 

1,855名, 

39%

不明, 187名, 

4%

3回, 3,285名, 

18%

2回, 6,626名, 

37%

1回, 183名, 

1%

未接種, 6,931

名, 38%

不明, 1,119

名, 6%
3回, 539名, 9%

2回, 2,548名, 

44%

1回, 79名, 1%

未接種, 2,154

名, 37%

不明, 493名, 

9%

3.1～5.21 3.1～3.31 4.1～4.30

3回, 1,523

名, 20%

2回, 2,679名, 

35%

1回, 68名, 

1%

未接種, 2,922

名, 38%

不明, 439名, 

6%

第六波（3月以降）のワクチン接種回数別感染者の状況

18,144名 7,631名5,813名

〇 第六波の3月以降の感染者18,144名のうちワクチン3回接種済者は3,285名で全体の18％であった。
また、2回接種済者は6,626名（37％）で未接種者6,931名（38％）とほぼ同数であった。

〇 これを、月別に分けてみてみると、後になるほど3回接種済陽性者の割合が高くなってきている。

〇 この理由として、①オミクロン株ＢＡ2の流行によるワクチン効果の減弱、②高齢者のワクチンの発症
予防効果の減弱が考えられる。
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4,700名

5.1～5.21



3回, 964名

, 22%

2回, 1,360名, 

31%1回, 34名, 1%

未接種

1,827名, 

42%

不明, 153名, 

4%

3回, 2,461名

, 15%

2回, 6,367名, 

38%

1回, 176名, 1%

未接種

6,795名, 40%

不明, 1,018名, 6%

3回, 819

名, 63%

2回, 256

名, 20%

1回, 7名, 

0%

未接種, 135名, 10%

不明, 86名, 7%

3回, 1,112

名, 16%

2回, 2,611

名, 37%

1回, 65名, 1%

未接種, 2,866名, 

40%

不明, 413

名, 6%

3回, 154

名, 39%

2回, 152

名, 38%

1回, 2名, 

0%

未接種, 52

名, 13%

不明, 38

名, 10%
3回, 410名, 

74%

2回, 66名, 

12%

1回, 3名, 0%

未接種, 56名, 10%

不明, 21名, 4%

3回, 385名, 7%

2回, 2,396

名, 44%
1回, 77名, 2%

未接種, 

2,102名, 

39%

不明, 452名, 

8%

3.1～3.31 5.1～5.21

5,412名 7,067名

3.1～3.31 4.1～4.30

398名 556名

第六波（3月以降）のワクチン接種回数別・年代別感染者の状況

3.1～5.21

3.1～5.21

1,303名

16,817名

65歳以上

64歳以下

〇 第六波の3月以降の感染者18,144名を65歳以上の高齢者と64歳以下の者に分けて、ワクチン接種回数
別に見た。

〇 3回ワクチン接種を早期に受けた高齢者では、それ以下の年代と比較して3回接種者の感染割合が高かっ
た。オミクロン株ＢＡ２の流行や接種後の時間の経過によるワクチン効果の減弱が考えられる。
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3回, 255名, 

73%

2回, 38

名, 11%

1回, 2名, 

0%

未接種, 27名, 8%

不明, 27名, 8%

5.1～5.21

4.1～4.30

349名

4,338名



65歳以上・ワクチン3回接種済陽性者の重症度

3回, 819

名, 63%

2回, 256

名, 20%

1回, 7名, 

0%

未接種, 135名, 10%

不明, 86名, 7%

【 酸素投与以上 】

3.4%

11.8%

0%

2%

4%

6%

8%

10%

12%

14%

3回 0～2回

0.73%

0.50%

0.00%

0.10%

0.20%

0.30%

0.40%

0.50%

0.60%

0.70%

0.80%

3回 0～2回

【 死亡 】

1,303名

65歳以上

【令和4.3.1～5.21】

〇 第六波の3月以降に感染した65歳以上の高齢者1,303名について、ワクチン接種回数と重症度を比較し
た。

〇 酸素投与が必要になった重症者は、高齢者では、ワクチン３回接種者が、ワクチン2回以下接種者に比
較して有意に少なかった。

〇 死亡者については、数が少ないため、解釈に注意が必要であるが、ワクチン３回接種者は、ワクチン2回
以下接種者に比較して多くなっていた。ただし、有意に多いわけではない。死亡者は80代以上の高齢者に
多く、コロナそのものによる悪化ではなく、基礎疾患の悪化による死亡が増えたことによると思われる。

3回 28名

0～2回 47名

3回 6名

0～2回 2名
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第六波における県内の年代別感染率とワクチン3回接種率

※令和４年５月２１日発表分まで、接種率は同月15日現在

〇 第六波における各年代別感染率（令和2年の国勢調査の年代別人口に対する各年代感染者数）とワクチン3回接種率をみた。
〇 ワクチン3回接種率が高い年代では感染率は低い傾向にあると推察する。

16.7%

39.4%
41.8%

50.7%

68.9%

80.2%

88.1% 90.5%
89.5%

79.9%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

0%

1%

2%

3%

4%

5%

6%

7%

8%

9%

10歳未満 10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代 90代 100歳以上

第五波 第六波 3回接種率（右軸）

※人口は令和２年国勢調査 20



第六波における県内の年代別感染率とワクチン3回接種率の関係

10歳未満 10代

20代

30代

40代

50代

60代

70代

80代

90代

100歳以上

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

6.0

7.0

8.0

9.0

10.0

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

第
6
波
感
染
率
（
％
）

3回目接種率（％）

第6波感染率とワクチン3回接種率の関係

(5/15時点) (5/21時点)

第3回接種率 第6波感染率

10歳未満 0.0 8.5

10代 16.7 7.7

20代 39.4 7.2

30代 41.8 5.9

40代 50.7 4.2

50代 68.9 2.7

60代 80.3 1.6

70代 88.1 1.0

80代 90.5 1.2

90代 89.5 2.0

100歳以上 79.9 2.5

平均 58.7 4.0

標準偏差 29.8 2.7

最大値 90.5 8.5

最小値 0.0 1.0

相関係数 -0.971

※令和４年５月２１日発表分まで、接種率は同月15日現在※人口は令和２年国勢調査

〇 第六波における各年代別感染率（令和2年の国勢調査の年代別人口に対する各年代感染者数）とワクチン3回接種率の相関
をみた。

〇 年代別ワクチン3回接種率と年代別感染率は負の相関関係にあり、年代別のワクチン3回接種率が高いと年代別感染率は低くな
っている。
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再感染等



第六波における再感染とみられる陽性者について N=247名

男性, 113名, 

46%

女性, 134名, 

54%

１．年代

4．ワクチン接種回数 5．初回感染の時期（波）

２．性別
幼児, 14名, 6%

10歳未満, 12名, 5%

10代, 52名, 

21%

20代, 72名, 

29%

30代, 28名, 

11%

40代, 31名, 

12%

50代, 19名, 8%

60代, 7名, 3%

70代, 4名, 2%
80代, 5名, 2% 90代, 3名, 1%

有, 50名, 

20%

無, 197

名, 80%

3．基礎疾患の有無

3回, 14名, 6%

2回, 71名, 

29%

1回, 6名, 2%
未接種, 118

名, 48%

不明, 38名, 

15%

第一波, 2名, 1%
第二波, 5名, 2%

第三波, 22名, 9%

第四波, 46

名, 18%

第五波, 

101名, 41%

第六波, 71

名, 29%

半年以内, 

106名, 

43%

半年以上１年以内, 
105名, 42%

１年以上１年半以内, 

32名, 13%

１年半以上, 4名, 2%

6．再感染までの期間
（陽性確認検体の採取日の間隔による）

〇 再感染例はほとんど50代以下の者であった。特に、若い人では感染リスクのある行動を繰り返すことにより再感染
していることが推定される。若い人に多いことから基礎疾患をもっていないことが多い。

〇 オミクロン株は再感染例が多かったが、ワクチン未接種者に多い。また、初回感染は第一波から第六波まであっ
た。１年以内が211名と多かった。第六波内で再感染したと思われる者は、71名あった。

令和４年５月２１日時点

247

247247

247247

247
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Ｓ抗体価
u／ml

3回接種後日数

第六波におけるワクチン3回接種陽性者の抗体値

〇 第六波において、ワクチン３回接種陽性者のＳ抗体値を県内公立病院の協力を得て測定した。
〇 ワクチン3回接種後、１万u／ml以上の抗体値の者が多かった。２万u／ml以上の者もいた。
〇 Ｓたんぱくに変異があるオミクロン株については、Ｓ抗体値が高くても感染を防御するのは難しいと推定する。
〇 3回目のワクチン接種後2か月以上過ぎると、 2万u／ml以上の高抗体値の者は少なくなった。
〇 重症度と抗体値についても明らかな相関は見られなかった。

総数：８８人

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

0 20 40 60 80 100 120 140 160

ワクチン3回接種者の抗体価と接種後日数

無症状・軽症 肺炎 酸素 肺炎・酸素 死亡

注）図中の25,000の値の者はそれ以上の希釈は行っておらず、Ｓ抗体値＝25,000以上である

S抗体値 人数

1~4,999 20

5,000~9,999 13

10,000~14,999 14

15,000~19,999 8

20,000~24,999 10

25,000以上 13

最大値 25,000以上

最低値 198

Ｎ＝78人
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第六波におけるワクチン3回接種陽性者について

〇 ワクチン3回接種後１４日以上経過し、抗体値が十分上昇したと考えらえる者の年齢との関係を見た。
〇 70代以上の高齢者も1万ｕ／ｍｌ以上の高いS抗体値を示した。ただし、高齢者では3回接種しても、抗体値が比較的

低い者がいることに留意する。また、若くても免疫抑制状態にある者も同様であった。
〇 70歳代の高齢者は、Ｓ抗体値にかかわらず重症化する者がいることに留意する。

Ｓ抗体価
ｕ／ｍｌ

年齢

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

0 20 40 60 80 100 120

ワクチン3回接種陽性者でワクチン接種後１４日以上経過後抗体価と年齢

無症状・軽症 肺炎 酸素 肺炎・酸素 死亡

S抗体値 人数

1~4,999 15

5,000~9,999 12

10,000~14,999 14

15,000~19,999 6

20,000~24,999 7

25,000以上 12

最大値 25,000以上

最低値 278

N＝５６

追加資料
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ＢＡ２の状況



BA.2疑い検出数と検出率の推移（和歌山市衛生研究所実施）
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7.7%
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9.8%

17.0%

19.0%

32.0%

48.3%

64.8%

72.8%

82.7%

88.4%

95.3%
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0.5
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0.7

0.8

0.9

1

0

20

40

60

80

100

120

140

1/10～1/17～1/24～1/31～ 2/7～ 2/14～2/21～2/28～ 3/7～ 3/14～3/21～3/28～ 4/4～ 4/11～4/18～4/25～ 5/2～ 5/9～ 5/16～

BA.2疑い件数

BA.1疑い件数

BA.2疑い検出率

（参考）BA.2疑い検出率（国）

※県環境衛生研究センターのゲノム解析で2月初旬発症者でＢＡ.2確定者を初めて確認 注）和歌山市衛生研究所では、3月から本格的にＢＡ.２検査を実施

全国
和歌山

デルタ株, 
2, 1%

オミクロンBA.1疑

い, 119, 63%

オミクロンBA.2疑い, 
65, 35%

判定不能, 
2, 1%

R4.３月

デルタ株, 0, 0%

オミクロンBA.1疑

い, 50, 15%

オミクロンBA.2疑い, 
256, 79%

判定不能, 
18, 6%

R4.４月

188 324

和歌山

※検出率の算出には判定不能分を含めな
い。

×100％

件
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オミクロンBA.2感染者（疑い含む）の状況
令和4年5月18日現在

〇 第六波で陽性になった検体を適宜、県、和歌山市の地方衛生研究所において変異株スクリーニング検査を実施
した。なお、ゲノムの確定は、県の環境衛生研究センターで行っている。

〇 令和４年５月１８日時点で確認されたＢＡ２の感染者は、疑い例も含めて４７３名で、うち確定例は、６２名
であった。

〇 年代は、50代以下が80％以上を占めている。
〇 保健所別では、和歌山市が70％以上を占めているが、県内全保健所で確認されている。

注）変異株スクリーニング検査は全ての感染者に行っているわけではない。

１０代以下, 

108名, 23%

２０代, 49名, 

10%

３０代, 98名

21%

４０代, 88名, 

19%

５０代, 45名, 

9%

６０代, 27名, 

6%

７０代, 29名, 

6%

８０代, 18名,

4%

９０代以上, 11

名, 2%

年代別

和歌山市,

352名, 75%

海南, 10名, 2%

岩出, 14名, 3%

橋本, 35名, 7%

湯浅, 27名, 6%

御坊, 11名, 2%

田辺, 16名
, 3%

新宮, 8名, 
2%

保健所別

473473
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オミクロンBA.2感染者（疑い含む）の状況

肺炎, 11名, 2%

無症状・軽症, 460

名, 97%

不明, 2名, 1%

重症度

令和4年5月18日現在

〇 ＢＡ２（疑い含む）感染者のワクチン接種回数は3回接種者が、約３割であった。
〇 ＢＡ２（疑い含む）感染者の症状の経過では、肺炎の併発を確認した者は11名で、全体の約２％であった。

なお、確認できたオミクロンＢＡ２感染者（疑い含む）で、第六波の再感染例は、９名あった。

3回, 149, 32%

2回, 175, 37%

1回, 1, 0%

未接種, 142, 
30%

不明, 6, 1%

ワクチン接種回数

473473
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薬物療法

（令和4年1月～4月の入院陽性者）

※毎日、病院から送られてくる病床利用報告書から集計・分析



中和抗体療法について
〇 第四波では、アルファ株が主流で、中和抗体療法はなかった。第五波は、デルタ株が主流となったが、ワクチン

2回接種と中和抗体療法の効果により、投与後、酸素投与者・ＩＣＵ管理を必要とした者・死亡者は減少した。
〇 第六波は、オミクロン株が主流であり、ロナプリーブは推奨されないため、ソトロビマブが投与された。

オミクロン株の特性とワクチン3回接種の効果もあって、投与後の転帰は、第五波と比較すると、肺炎像出現者が
減少したが、酸素投与以上の重症者はやや多くなった。基礎疾患のある高齢者の感染が多かったことによると推察。

10代, 2, 0% 20代, 10, 2% 30代, 21, 3%

40代, 43, 7%

50代, 95, 15%

60代, 107, 17%

70代, 148, 24%

80代, 136, 22%

90代以上,
62, 10%

無症状・軽症

160名, 57%

肺炎像出現

96名, 35%

酸素投与, 22名, 8% ICU管理, 1名, 0%

279
無症状・軽症 681

名, 53%
肺炎像出現

416名, 32%

酸素投与

148名, 11%

ICU管理･死亡,48名, 4%

1,293

第六波・ソトロビマブ 第五波・ロナプリーブ 第四波・中和抗体薬なし

無症状・軽症, 
388, 62%

肺炎像出現, 
165, 26%

酸素投与,
61, 10%

ICU管理･人工呼吸, 5, 1% 死亡, 5, 1%

転
帰

年
代

624

平均年齢：69.5歳

【令和4年1月7日～4月30日】 【令和3年7月27日～12月1日】

10代, 1, 0% 20代, 20, 7%

30代, 14, 5%

40代, 45, 16%

50代, 102, 
37%

60代, 37, 13%

70代, 24, 9%

80代, 27, 10%

90代以上, 9, 3%

平均年齢：56.8歳

10代, 167, 
13%

20代, 179, 
14%

30代, 115, 
9%

40代, 208, 
16%

50代, 189, 
15%

60代, 178, 
14%

70代, 
144, 11%

80代, 84, 6%
90代以上, 29, 

2%

平均年齢：47.8歳

【令和3年3月14日～5月31日】

※死亡 ２６名
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主な薬物療法について

10代, 2, 0% 20代, 10, 2% 30代, 21, 3%

40代, 43, 7%

50代, 95, 15%

60代, 107, 
17%70代, 148, 24%

80代, 136, 22%

90代以上,
62, 10%

ソトロビマブ モルヌピラビル

10代, 1, 0% 20代, 6, 1%

30代, 23, 5%

40代, 36, 8%

50代, 69, 15%

60代, 88, 19%70代, 119, 25%

80代, 83, 18%

90代以上,
45, 9%

パキロビッドパック

年
代

10代, 5, 
14%

20代, 6, 16%

30代, 2, 5%

40代, 10, 27%

50代, 4, 
11%

60代, 3, 8%

70代, 3, 8%

80代, 4, 
11%

90代以上, 0, 0%

平均年齢：46.1歳平均年齢：68.2歳平均年齢：69.5歳

無症状・軽症, 
388, 62%

肺炎像出現, 165, 
26%

酸素投与, 61, 
10%

ICU管理･人工呼吸, 5, 1% 死亡, 5, 1%

624

無症状・軽症, 
359, 76%

肺炎像出現, 75, 
16%

酸素投与, 31, 
7%

ICU管理･人工呼吸, 2, 0% 死亡, 3, 1%

470転
帰

無症状・軽症, 
32, 86%

肺炎像出現,
4, 11%

酸素投与, 1, 3%
ICU管理･人工呼吸, 0, 0%

死亡, 0, 0%

37

【令和4年1月7日～4月30日】 【令和4年1月6日～4月30日】 【令和4年2月21日～4月30日】

〇 第六波では基礎疾患のある高齢者の感染が多かったことから、重症化防止のために中和抗体薬が投与された。
パキロビッドパックは、最近、承認された薬であり、投与例が少ない。これは、併用できない薬があるためと考え
られるが、比較的若い年代に投与されている。
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3回済, 88, 
14%

2回済, 391, 
63%

1回済, 4, 1%

未接種, 
96, 15%

不明, 45, 7%

ソトロビマブ モルヌピラビル パキロビッドパック

無症状・軽症, 
388, 62%

肺炎像出現, 165, 
26%

酸素投与, 61, 
10%

ICU管理･人工呼吸, 5, 1% 死亡, 5, 1%

624

無症状・軽症, 
359, 76%

肺炎像出現, 75, 
16%

酸素投与, 31, 
7%

ICU管理･人工呼吸, 2, 0% 死亡, 3, 1%

470転
帰

無症状・軽症, 
32, 86%

肺炎像出現,
4, 11%

酸素投与, 1, 3%
ICU管理･人工呼吸, 0, 0%

死亡, 0, 0%

37

ワ
ク
チ
ン
回
数

主な薬物療法とワクチン接種について

3回済, 8, 22%

2回済, 19, 
51%

1回済, 0, 0%

未接種, 8, 
22%

不明, 2, 5%

〇 中和抗体薬ソトロビマブについては、高齢者が多いにも関わらず、ワクチン３回接種者の割合が少なかった。これ
は、医師が3回接種者は重症化のリスクが低下すると考え、投与を控えたためではないかと推察する。

〇 パキロビッドパックは、若い世代への投与が多かったことも影響してか投与後は無症状・軽症者で経過した者が
多かった。

3回済, 113, 
24%

2回済, 254, 
54%

1回済, 5, 1%

未接種, 
65, 14%

不明, 33, 7%
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197

130
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57

0
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154

102
85

66 59 58
42

0

50

100

150

200

モルヌピラビル

7 7 6 5
3 3 3

0

10

20
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40

50

パキロビッドパック

無症状・軽症, 
388, 62%

肺炎像出現, 165, 
26%

酸素投与, 61, 
10%

ICU管理･人工呼吸, 5, 1% 死亡, 5, 1%

624

無症状・軽症, 
359, 76%

肺炎像出現, 75, 
16%

酸素投与, 31, 
7%

ICU管理･人工呼吸, 2, 0% 死亡, 3, 1%

470転
帰

無症状・軽症, 
32, 86%

肺炎像出現,
4, 11%

酸素投与, 1, 3%
ICU管理･人工呼吸, 0, 0%

死亡, 0, 0%

37

主
要
な
基
礎
疾
患

主な薬物療法と基礎疾患について

〇 第六波では基礎疾患のある高齢者の感染が多かったことから、重症化防止のために中和抗体薬が投与された。
基礎疾患としては、高血圧、糖尿病、心疾患、がん、肥満、呼吸器疾患が多かった。

〇 モルヌピラビルやパキロビッドパックも同様な基礎疾患が多かったが、パキロビッドパックは各基礎疾患の保有率
が低い傾向にあった。
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無症状・軽症, 
105, 56%

肺炎像出

現, 65, 35%

酸素投与,
14, 8%

ICU管理･人工呼吸, 
2, 1%

死亡, 0, 0%

無症状・軽症, 
153, 57%

肺炎像出現,
78, 29%

酸素投与,
34, 12%

ICU管理･人工

呼吸, 2, 1%
死亡, 3, 1%

無症状・軽症, 
84, 80%

肺炎像出現, 
10, 9%

酸素投与
, 9, 9%

ICU管理･人工呼吸, 1, 1%

死亡, 1, 1%

無症状・軽症, 
46, 73%

肺炎像出現, 
12, 19%

酸素投与, 
4, 6%

ICU管理･人工呼吸,
0, 0%

死亡, 1, 2%

転
帰

10代, 2, 1% 20代, 5, 3%

30代, 8, 4%

40代, 16, 9%

50代, 33, 
18%

60代, 35, 
19%

70代, 39, 21%

80代, 38, 20%

90代以上
, 10, 5%

年
代

10代, 0, 0% 20代, 3, 3%
30代, 6, 6%

40代, 12, 11%

50代, 15, 
14%

60代, 17, 
16%

70代, 25, 24%

80代, 17, 
16%

90代以上,
10, 10%

10代, 0, 0% 20代, 2, 1%
30代, 6, 2%

40代, 10, 4%

50代, 39, 
14%

60代, 42, 
16%

70代, 72, 
27%

80代, 63, 
23%

90代以上, 
36, 13%

10代, 0, 0%

20代, 0, 0% 30代, 1, 2%

40代, 5, 8%

50代, 8, 
13%

60代, 13, 
21%

70代, 12, 
19%

80代, 18, 
28%

90代以上
, 6, 9%

1月 2月 3月 4月

平均年齢：65.8歳 平均年齢：72.9歳 平均年齢：66.2歳 平均年齢：71.7歳

第六波・ソトロビマブ使用例の月別比較

186 270 105 63

〇 第六波で使用された中和抗体薬の投与期間を1月から4月まで月別で転帰をみた。
〇 2月は高齢者施設でのクラスターも多発したことから、基礎疾患のある高齢者への投与が増加した。
〇 本県では、3月からオミクロンＢＡ2が流行し始め、4月には主流となっている。4月中旬、ＢＡ2株に対しては

ソトロビマブの効果が減衰する可能性があるとされたためか、使用数は減少した。また、投与後、肺炎出現率は
やや上昇している。今後も効果等を見ていく必要がある。

新規感染者数＝5,758 新規感染者数＝11,474 新規感染者数＝5,811 新規感染者数＝7,628
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軽症, 68, 77%

肺炎, 12, 14%

酸素, 
7, 8%

死亡, 1, 1%

軽症, 57, 59％

肺炎, 24, 25％

酸素, 13, 
14%

重篤, 2, 2%

軽症, 220, 56％

肺炎, 124, 32％

酸素, 40, 10%

重篤, 3, 1% 死亡, 4, 1%

第六波・ソトロビマブ使用例のワクチン接種回数別比較

88 391 96

無症状・軽症, 
388, 62%

肺炎像出現, 
165, 26%

酸素投与, 61, 
10%

ICU管理･人工呼吸, 5, 1% 死亡, 5, 1%

624

〇 第六波で使用された中和抗体薬の投与について、ワクチン接種回数別で転帰をみた。
〇 ワクチン2回以下に投与される事例が多く、これらの事例では、3回接種より、肺炎出現率が高い。3回接種者

では、追加接種によるワクチン効果もあり、無症状・軽症で経過する者が多い。

全体 3回済 2回済 未接種

軽症 肺炎 酸素 重篤 死亡 計

3回済 68 12 7 1 88

2回済 220 124 40 3 4 391

1回済 3 1 4

未接種 57 24 13 2 96

不明 40 4 1 45

計 388 165 61 5 5 624
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今後に向けて
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和歌山市 県全体

1.8 (7/11)
30.3 
(4/23)

598.6 
(2/3)

386.6 
(2/8)

232.2 
(4/16)

293.7 
(4/16)

人口10万人対感染者数の推移

5月28日時点
県 全 体 128.7
和歌山市 169.7

令和4年5月28日時点

和歌山市

県全体
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保育所・幼稚園,

36名, 4%

小学校, 53名, 6%

中学校, 24名, 3%

高校, 26名, 3%

職場(医療機関), 5名, 
1%

職場(福祉), 5名, 
1%

職場, 44名, 5%

県外, 56名, 7%

友人・知人, 25名, 3%

福祉, 9名, 1%

飲食店, 7名, 1%

医療機関, 2名, 0%イベント, 2名, 
0%

不明, 547名, 
65%

（医療機関・福祉を除く）

家庭内感染にかかる推定感染経路 （4/19～5/18）

令和4年4月19日～5月18日発表分 6,761名のうち、同居家族から感染を受けた2,476名及びその感染源となった者841名、計3,317名。
（県外計上者を除く。）

家庭内の誰に感染させたか

841名

家庭内感染の初発となった者の推定感染経路

職場・学校

親, 849名, 
34%

子, 552名, 
22%

兄弟, 476名, 
19%

配偶者, 343名, 
14%

祖父母, 54名, 
2%

孫, 17名, 1%

その他, 185名, 8%

2476名

〇 第六波でも家庭内感染が多かったが、家庭内で感染の初発となった者の推定の感染経路は、経路不明を除くと、学校・保育
関係が最も多く16％、次いで、職場７％であった。

〇 家族の誰に感染させたかをみると、親が最も多く、子供→親へと感染させていた。次いで、子供、兄弟が多く、兄弟→兄弟
親→子供へと感染させていた。また、感染者１人は約３人に感染させていた。ただし、初発の感染源は不明が多くなっていることに留意する。

持ち込み
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保健所体制の強化 令和2年11月～令和4年4月末現在

◆ 感染者・感染源疫学調査

◆ 濃厚接触者の特定・健康観察
◆ PCR行政検査検体採取
◆ 入院医療機関との連絡調整
◆ 患者搬送及び検体運搬
◆ 感染拡大防止に必要な業務

和歌山県看護協会

県庁

県立・市保健所

管轄保健所内市町村

指示
調整

協定

県職員（別途対応：和歌山市職員）

（出先機関・他の保健所）

（延べ２，９５３人）

（延べ３４１人）

（専門職（保健師等）延べ７５人）

和歌山県コールセンター
24時間対応（６人体制）

※全市町村

契約

患者搬送

検体検査
（委託）

県内医療機関（３１）
検体採取支援（延べ１７８人）

第六波

第六波

協
定

医師会による
自宅療養者の健康観察
（２２５医療機関）

第六波
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診療・検査医療機関

受診

陽性

酸素投与、特殊要因患者
(認知症 透析患者 妊婦)

回 復

後方支援
医療機関

療
養
終
了

宿泊療養

重 症 人工呼吸器 ECMO

中等症

軽 症
無症状

重症リスク保有
レスパイト

自宅療養

入 院 役割分担と重層的対応！

※施設内療養含む

外来受診
入院調整

外来受診
入院調整

県庁
・

保健所

本県における保健医療提供体制

トリアージ

治療

隔離

医師・看護師による健康観察
※必要に応じ投薬

転院調整

保健所・医師会による
健康観察 ※必要に応じ投薬
※往診・外来診療も可

早
期
退
院

早
期
退
院

入
院

入
院

転院
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これまでの総括

〇 第六波はこれまで以上に感染の爆発を見たが、年始、年度の替わり、大型連休の人流の影響を受けて3つ
のピークを形成した。変異株はオミクロン株が主流となり、スパイクたんぱくに変異があったことから、
免疫をすり抜け、それまでのワクチン2回の効果は低下した。また、4月には、オミクロンＢＡ・1から
オミクロンＢＡ・2に置き換わっていった。

〇 オミクロン株は感染力が強く、クラスターも多発し、規模も大きくなった。ワクチン3回接種が進んでか
らは、クラスターも減少したが、依然として、運動部を中心とした学校、高齢者施設、病院の発生が続い
ている。

〇 高齢者の発生が多かった第六波では、55名の方が死亡された。死亡者は1名を除いて70代以上の高齢者で
ある。高齢化率が高い本県ではあるが、死亡率は、全国平均を下回っている。

〇 肺炎の併発は、70代以上の高齢者に多かったが、新規感染者の約２％と少なかった。月別では、症例数は
２月に多かった。一方、感染者に占める割合では、1月に多かったが、次第に減少している。ワクチン3回
接種の効果と、変異株の影響が考えられる。

〇 ワクチン3回接種が進むにつれ、感染者は減少傾向となったが、完全に発生の抑制には至らず、ワクチン
効果の減弱とオミクロン株ＢＡ・2の流行により、3回接種者の感染者は増加している。特に、この傾向は
高齢者で見られている。

〇 高齢者の感染者では、ワクチン3回接種者は酸素投与以上が必要な重症者が有意に低く、重症化予防効果
があった。

〇 また、年代別感染率は、ワクチン3回接種率と負の相関関係にあり、ワクチン3回接種率が高い年代ほど

年代感染率は低い。

〇 第六波では、オミクロン株の特徴の一つとして、再感染が多くなり、六波内の再感染例は71名いたが、
ワクチン未接種者に多かった。また、ワクチン追加接種により上昇したＳ抗体値が高くても感染する人が
いたことも、特徴と考えられる。

これまでの総括

ま と め
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〇 本県では、オミクロン株ＢＡ・2は2月の初旬発症者ではじめて確認されたが、3月から増え始め、5月に
は、ＢＡ・1からＢＡ・2にほぼ完全に置き換わったと思われる。ＢＡ・2の感染者の肺炎併発率は約２％
で、ワクチン3回接種者は32％と多くなっている。

〇 新型コロナウイルス感染者の薬物療法として、軽症から使用される、中和抗体薬、経口抗ウイルス薬・
モルヌピラビルがよく使用されてたが、パキロビッドパックは最近承認され、併用留意薬も多いことも
あって、使用例は少ない。薬物の効果の検証は、今回困難であったが、症例に応じて、必要な薬物を早期
に投与することが重要と考える。

〇 今後の感染の動向を推定する上で、家庭内感染の予防として、子供が感染を持ちこまないことと、大人が
感染を持ちこまないことが重要である。ワクチン3回接種率が高い年代ほど年代感染率は低くなっている
ことから、できるだけワクチン3回接種対象者には3回接種を推奨したい。また、高齢者では3回接種効果
の減弱がみられ、4回接種に期待したい。

〇 感染拡大防止を図る上で、保健所が機能することが重要であり、本県では、保健所体制を強化しながら、
新型コロナウイルスと対峙してきた。今後も、この体制を維持していく必要がある。

〇 また、保健医療体制については、第五波までの全員入院から、第六波では、宿泊療養と自宅療養を開始し
た。オミクロン株の感染力の強さと肺炎を併発する割合が低いことから、自宅療養が中心となった。今後
も、変異株の特徴に応じて、保健医療体制を検討する必要がある。

〇 これまでの感染の波では、6月には、感染者がほとんど発生していなかった。様々な規制も緩和の方向で
検討されているが、今後、新たな変異株の出現も予想され、基本的な感染予防対策の継続が重要である。

〇 今後、県民の意識調査やこれまで4回実施してきた抗体保有調査も行っていく予定であり、その結果を対
策に活用していく。

今後について
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